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Ⅰ.研究目的

私は、救難援助ボランティアを行っており、遊び場に関するソフト支援の方法に興味を抱いている。土木計画学演習Ⅲにおいて、世田谷区にある羽根木にあるプレイパークを見学し、プレイリーダーの存在を知った。このことから、羽根木プレイパークと片倉うさぎ山公園のプレイリーダーについてその実態を研究することとした。公園は整備されれば終わりではない。また、現在放課後の児童対策の観点からあそび活動の充実やプレイリーダーの存在が注目され始めている。地域が如何に公園を活用して行くかは、コミュニティ活性化を図って行く上で重要な課題である。以上からプレイリーダーを通した公園活動やコミュニティ活性化の方向性を検討する。

Ⅱ.調査内容

1. プレーパークとは何か。

· プレーパークは一般的な公園のようにきれいに整備されていない。手作りの遊具やのこぎりなどの工具がおかれていて、子供たちがものを作ったり、手作りの遊具が散在している雑然とした遊び場である。

· ここでは、工具も火も使う。廃材で小屋を建てたり、シャベルで大穴をほったり、ダムや水路を作ったり、木にロープをかけ、よじ登ったり、泥山を滑り降りたり、時には泥団子の戦いなども行われている。

· プレーパークには、禁止事項の看板は立っていない。そのかわりに、「自分の責任で自由に遊ぶ」というモットーが掲げられている。そして、そのモットーが十分に生かされるように、初めから危険を回避するのではなく「危険があるから自らも注意するし、冒険心・挑戦心もわく。そして小さなケガを繰り返すなかで、初めて大きな事故から本能的に自分の身を守る事ができる」と考える場所である。

· プレーパークには、プレイリーダーと呼ばれる遊びの監督者（指導員）が配置されている。火・水・土・木など遊びの素材と道具工具が用意され、プレイリーダーのもと遊具も自分たちの手によってプレイパークがつくられている。

2. プレイリーダーとは何か。

· プレイリーダーとは、遊びの指導者であるが、子どもたちにとっては、格好の遊び相手である。

· プレーパークの開園日には、常時プレイリーダーがいる。

· 親たちからすると、いつも遊び場にいて、何かあったらすぐに対応してくれる安心感を与えてくれる人である。
· プレイリーダーは子どもたちが色々な遊びを展開できるように、道具や素材を用意することが必要であるが、プレイリーダーの仕事はそれだけではない。
· 大切なのは、「危ないから」「汚れるから」やめなさい、と言う親たちに、「もっとゆとりと信頼をもって子どもを見守ってあげて欲しい」と伝えることである。そして、子どもが本気で遊ぶことができる環境を作ることが重要なテーマである。
· 冒険遊び場・プレーパーク発祥の地は北欧のデンマークである。一人の造園家が子供は大人が造ったおしきせの遊び場より“危険だから遊んではいけない”廃材置き場でのほうが生き生きと遊ぶ事を発見した。廃材を転がしただけの遊び場は１９４３年に始まり、プレイリーダーの歴史もそれと共に始まる。その後、冒険遊び場の取り組みはイギリス、スウェーデンで発展し、全欧に定着した。それと共に今では教師と同様、プレイリーダーも社会的職業として身分が保証されている。

3. プレイリーダー誕生の経緯

· 日本に冒険遊び場が上陸したのは1975年である。我が子の遊びが自分の子供の頃と違うと疑問を感じた夫妻が、欧州の冒険遊び場を知った事に始まる。

· 世田谷の住民から始まった活動はやがて行政を動かし、1979年には日本で初めての常設の冒険遊び場「羽根木プレーパーク」が誕生する。
· 欧州に習いプレイリーダーは始めから置かれたが学生などのボランティアの輪番制であった。
· しかし1980年に１年間ボランティア派遣制度で初の常駐プレイリーダーを得た住民が、それにより子供の遊びが刺激され活性化する事を実感し、住民運動の末1981年、職としてのプレイリーダーを確保した。
· 羽根木プレイパークにおけるプレイリーダーの常駐の経緯を示すと表1-1の通りである。
表1-1

	年月
	

	１９７９．７．
	羽根木プレーパークオープン

	１９８０．１０
	この年五月から一年間長期派遣ボランティアとしてプレーパークに派遣されていたプレイリーダーを有給プレイリーダーとして採用するよう、住民が区に署名、陳情を始める。

	１９８１．４．
	五千人の署名を集め、日本で初の有給プレイリーダーが誕生

	１９８２．６．
	世田谷プレーパークオープン

	１９８４．４．
	署名運動で得た有給プレイリーダーが世田谷プレーパークとのかけもちになっていたため、羽根木プレーパーク独自の常駐プレイリーダーをおく。しかし区からの資金援助はなく、住民がつくった自己資金で雇用した。これに先立つ８３年には週２日の開園だった世田谷プレーパークがその週２日に常駐するプレイリーダーをやはり自己資金で得ている。

	１９８６．４．
	区から初めて常駐プレイリーダーに予算を組む。扱いはアルバイト。時間給760円計算。

	１９８９．４
	駒沢はらっぱプレーパークオープン

	１９９１．４．
	プレイリーダーの給与があまりにも低いため自己資金から賞与や手当などの不足分を補っていたが、各プレーパークの財力によりプレイリーダーの所得がまちまちだったため３つのプレーパークが雇用のための自己資金を一つにし、プレイリーダー雇用の安定をはかる。→世田谷プレーパーク連絡協議会の発足

	１９９４．４．
	各プレーパーク常駐プレーリーダー２人体制を実施。区からは１名文のアルバイト料（このときの自給は８００円）以外予算化されていなかったため、各プレーパーク１名分、合計３名分の給与等不足分は自己資金から捻出した。

	１９９５．４．
	区が各プレーパーク１．５名分のアルバイト料を予算化。自己資金からの支出は０．５名分×３ヶ所となったが、これ以外にも賞与や手当、退職金などは自己資金から捻出。

	２０００．４．
	区の財政難のためプレーパークの総事業費が２００２年までに計００面円減額されることに。


資料：公園配布パンフレット

4. 片倉うさぎ山公園あそび場

· 横浜市片倉うさぎ山公園あそび場におけるプレイリーダーの誕生経緯を示すと以下のとおりである。

· 「遊びの林」ができた経緯は住民や公園に集まる主婦たちが育児の経験から、一般の公園は制限が多過ぎて子供が遊ぶ場所ではないと感じていたことに起因し、近所に新しい公園ができると知り、母親グループで行政に働きかけたことが始まりである。

· あそび場ができてから、子供たちは初めは、遊具のない雑木林で遊び方がわからず戸惑う子も多かったが、最近は活発に遊べるようになってきた。

· 一般の公園では、例えば、台風で木が倒れたら、すぐに撤去されてしまう。ここでは倒木で遊んだり、ベンチを作ったりできる。子供はもっと自由に自然と触れ合うべきなのではないか。

· 運営上の課題はプレイリーダーに支払う報酬である。

· 初期段階では社会福祉・医療事業団の補助金に頼ったが、これは一年間だけであった。これ意向の運営方法を検討する必要がある。行政の支援があれば、安心して運営できるようになる。

5. 考察

· 1998年中央審議会は、子供の現状を知るためにプレーパークの事例発表を行った。

· そこで発表されたプレイリーダーの役割について「あなた方のやろうとしている事は大変重要でとても難しい。大学教授より高所得でもいい。」との意見が出た。

· また文部省・国土交通省が協同で1999年に設けた「子供の多様な活動の場となる都市公園に関する研究会」でも子供の遊び環境へ働きかけるプレイリーダーの必要性が答申された。

· 変化は少しづつ起こっている。しかし、冒険遊び場のプレイリーダーを職とするものは全国でもまだ１０人に満たない。

· 子供に遊びを取り戻していく非常に重要な役割を担うプレーリーダーを職業として位置付けてゆくことが必要である。

· 地域全体で自律的にプレイリーダーを雇用し、運営してゆく仕組みを考えてゆくことが重要である。

